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1.はじめに
作家の領性を示す文体の特徴を計量的iこ分析する研究の始まりは 一般的に 1851年のオー
ガスタス・ド・モルガンとされている1)。しかし，実緊に作品の語長を測定し，語長と語の相
対生起慶数を用いた「語葉スペクトルjを提案したのは アメリカの地球物理学者メンデンホ
ール (1887)である。すなわち，語長の全体的なスペクトルの比較によって著者推定の諸問
題を解明しようとしたc 欧米の作品の文体的特長は，語長 (WordLength)の測定から始ま
っているが，日本語の作品の場合は，語長の測定が複雑なため，句読点を利用した文長 (Sen-
tence Length)や匂(読点までの文字数)の長さが用いられる。文体的指紋ともいわれる文
体の統計的特長は 作者不詳の作品の著者推定や 真偽暫定あるいは裁判における証拠書類の
正当性の論註にまで利用されうる可能性を認めている。各作家間の文体の特長を比較するのも
一つの方向であるが，比較する作品の問題があるので，ここでは作品の選択基準を準情するた
めテクストとして梶井基次部の初めての創作集『棒榛Pの中の短編 13を計量的な観点から考
察して，その文体の特徴を探ろうとしている。
なお，各作品の文字数{文字数の降)1買，匂読点，括弧， ?などの記号も文字数に算入した〉
と発表年，略称は次の通ちである c
泥i事 6，816文字 1925. 6 (泥) 桜のfMの下には 1，711 1927. 10 (桜)
ある心、の底景 6，738 1926. 7 心心) 過去 1，566 1925. 12 (過)
雪後 5，697 1926. 5 (雪)
交尾 5，651 1930. 12 (交)
棒様 4，834 1924. 10 (棒)
路上 3，785 1925. 9 (路)
関の絵巻 3，743 1930. 9 (関)
愛擬 2，803 1930. 5 (愛)
器楽的幻覚 2，454 1927. 11 (器)
蒼寄 2，316 1928. 2 (蒼)
寛の話 1，831 1928. 2 (寛)
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文体的諸特性2. 
支の長さ2. 1 
文の長さ作品の全捧像を簡潔に示す指標の一つは，丈の長さとセンテンス数である。通常，
改行が行なわれる場
この右括弧も匂点とみなした平均丈長を図 1，表 1に示す。 13作品の平均は 30.6であ
は句点までの文字数であるが，匂点がなく右括弧でま冬わる会話文の後，
之王、
口，
る。
センテンス数が増えると共に平均文長は減少傾向を示すが，文字数から見た減少率文字数，
センテンス数の場合また相関係数(総文字数の場合-0.27，は-0.09%と極めて小さく，
やや増加傾向を示すが，ただ最大丈長は，から見てもほとんど変化しないといえる。-0.52) 
に比べて，平谷崎務一部の細雪 (170.1)最小文長は減少傾向を示す。太宰治の斜陽 (71.4)， 
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毘 1(c) 年代11夏平均丈長
均文長の 30.6は低い誌うで，むしろ夏目
激石の f我輩は猫である (29.8)J， i坊ち
ゃん (30.9)J ~こ近い事がわかる 3)0 13作
品の平均変動係数は 0.58で， i我輩は詰で
あるjの0.49，i坊ちゃんjの0.60から
見ても似ているといえよう。
年代JI買の平均文長の変化を図 1(c) に示
す。平均文長は 1926年まで減少し， 1927 
-28年増加の後 1930年再び減少してい
て，周期6年の正弦波の変動が窺える。
表 1 平均文長(文字数JII~)
f乍 R仁IR 平均文長 標準偏差 変動揺数
寛の話 36.6 18.3 0.50 
桜の樹の下には 32.9 23.4 0.71 
蒼寄 39.9 19.4 0.49 
器楽的幻覚 40.2 21.4 0.53 
過去 18.7 10.6 0.57 
愛撫 29.2 19.5 0.67 
路上 29.1 16.3 0.56 
謂の絵巻 27.1 13.9 0.51 
棒援 34.3 24.4 0.71 
交尾 30.1 17.0 0.56 
i尼i事 29.7 15.5 0.52 
ある心の風景 28.2 17.0 0.60 
雪後 21.7 14.0 0.65 
2.2 漢字率
作品の読みやすさに関わる指標の一つに漢字率がある。限られた文字数で最大限の情報量を
伝えるf更科な漢字であるが，多すぎると作品にとっつき難く読みずらい印象を与える。函 2，
表2に各作品の漢字率を示す。
作品の総文字数が増加すると共に，やや増加するがその増加率辻 0.02%と極めて小さく，
また文字数と漢字率の相関は 0.19と小さく. 13作品の平均は 29%で誌とんど一定である。
ただし，使用した平成 10年版テクストでは撞端な宛て字や代名語，副詞，接続語の一部分が
ひらがなに改められているため， 1日版ではもう少し多くなると考えられる c 年代願に漢字率を
見てみると， 1924年から 1925年辻少し増加するが，その後はかなり直線的な減少頬向を示
した。
今国，漢字率 0%すなわち仮名のみの文が現れる作品が 13編のうち 9編あったむそのう
ち，作品の総文字数の多いほうに 8編，少ない沿うに 1編であった。
何らかの理由で，漢字が一文字も穫われていないセンテンスには，それなりにいろいろな視
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f乍 ロtJロ 平均漢字率 罪準偏差 変動係数
寛の話 26.1 7.9 0.30 
桜の樹の下には 27.1 9.8 0.36 
蒼寄 29.6 7.9 0.27 
器楽的幻覚 28.4 10.9 0.38 
過去 33.8 16.1 0.48 
愛撫 24.8 11.2 0.45 
路上 30.0 10.3 0.34 
簡の絵巻 28.7 9.8 0.34 
棒様 30.3 12.1 0.40 
交尾 28.2 9.9 0.35 
i芝j事 29.9 11.2 0.37 
ある心の風景 28.9 11.7 0.41 
雪f麦 31.6 14.1 0.45 
漢字率と変動孫数表 2各作品の総覚的効果を生むものである。
センテンス数に対するこのセンテンスの
作品の大割合を無漢字文率として求め，
やや増(図 3)。きさとの関孫を調べた
増加率は 0.06%と小加f頃向を示すが，
13作品の平均は1.9%である cさく，
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2.3 句の長さと無読点率
文長，漢字率と共に文章の読みやすさに影響する，もう一つの指標に句の長さ(読点までの
文字数〉があげられる。通常，読点は無意識につけられたり，あるいは著者独自の考えに基づ
いてつけられることが多い。読点のつけ方にこそ文体の特徴が現れるという指接もなされてい
る4)。国 4，表3に13作品の平均匂長を示す。作品の総文字数が増えると共に平均匂長は僅
かに減少するが，変化率は 0.02%でほとんど同じといえる。
年代}Il夏に調べると， 1924年から 1926年にかけて減少するが，その後増加し 1930年はまた
減少していることがわかる。
句の長さは，読点だけでなく，左括弧，右括弧も時により読点の役割を果たす場合もあり，
客観的な判定基準を定めるのが困難なため今回iえ読点のみを匂の長さ判定の基準とした。
また，読点のないセンテンスも存在するが，平均を求めるに際してはこれを除いた。代わり
に，総センテンス数に対するこの読点の無いセンテンス数の比率を無読点丈率として求めた
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1926 1925 1924 
年代 )1語、 I~よれrJ 長図 4(bl
作品 手均匂長 標準偏差 変動係数
寛の話 18.2 11.4 0.63 
十五の樹のドiこは 11.7 6.6 0.56 
蒼73 19.4 8.5 0.44 
器楽的幻覚 23.4 12 0.51 
過去 11.5 16.1 1.40 
愛持 11.3 6.1 0.54 
路上 13.7 6.6 0.48 
間の絵巻 16.3 8.2 0.50 
十率接 19 11.1 0.58 
交宅 15.6 9.2 0.59 
?Ji己i亨 17.6 8.9 0.51 
ある'L、の嵐長 12.5 6.4 0.51 
'Jjf麦 12.1 6.7 0.55 
子.MJ匂長と変動係数表3(図 5)。経:文字数の増加と共に増える傾
向が見られる G 13作品の平均は 64%で
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文体的類似性のビジュアル化2.4 
禁j莫字文蕪読点率，平均丈長，平均匂長，各作品の文体的類似性をビジュアル化するため，
〈国 6，7，8)。手，平均漢字率の 5つの指標を用いてレーダーチャートを作成した
禁読点率の高いグjレ禁漢字文率の低いグループ A (5作品)， パターンの類似性からみて，
の3群に分かれたの5つの指標がある程度の値を持つグループ (4作品)(4作品)，-7~ B 
グループ Bでは 1925，1930年の作品が主で，
グループ Cには 1924，1926， 1930年の各作品が含まれている c
グループAでは 1927，1928年の作品が多く，
この丈の
文の長さの罵期性
最初から 20番目までの
長さの変{とに潜在する思期性を抽出するため，経済変動の分析などに科弔されるコレログラ
「器楽的幻覚jにおける丈長の変化辻図 9のようになる。
2.5 
ムシを作成したり
……n文字ずらした系列
グラフ{としたものを図 10に示すと
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図 10 I器楽的幻覚jのコレログラム
これを見ると，漂系列を 7丈字ずらした r7で高くなっており，国期 7で同じ傾向が現れてい
ることがわかるコその地の作品についてのコレログラムを図 11に示すむ
周期 2の「樺接jがもっとも短く，周期 10の[桜Jがもっとも長い。 )1端康成[伊豆の踊
子J6lの毘期§に比べて少し短い頭向を示している c
次;こ，発表年加に克た間期の変化を図 12に示すこ
4作品(誇襟，桜，器楽，交弓)を除いて池の 9作品の居期は 3から 5センテンスの範囲に
|文J11 (a) 持議 (1924)
相関係数
* 1. 000 * 0.652 0.671 1 ⑧ 
0.605 
2 
* 3 * 0.654 4 本 0.552 5 
* 0.605 6 当事 O. 592 71 
* 0.570 調ド 0.584 
* O. 590 
['XJ 11(b) il己i事 (1925)
相興係、数
* 1. 000 。 * O. 760 O. 740 1 * O. 743 2 ⑧ 
0.699 
3 
調ド
O. 701 
4 
* 0.711 5 * 0.711 61 * O. 730 7! * O. 712 * O. 728 * 
i当11(c) 路仁 (1925)
相関係数
。 * 1. 000 ヨ宇 O. 737 
2 * O. 700 3 * 0.673 
453 i * O. 732 ⑧ O. 739 
6 * 0.683 7 場思 0.662 
8 * 0.664 9 * 0.659 10 * 0.667 
- 74 
国 11(d) 過去 (1925)
梧関孫数。 * ヨド
2 司事
3 ⑧ 
4 * 5 牢
6 * 7 * 8 寧
9 * 10 * 
雪後(1926) 
1. 000 
O. 721 
0.672 
O. 732 
0.686 
0.619 
0.660 
0.606 
0.635 
0.635 
0.684 
医 11(e) 
相関係、数
01 * 1.000 
i 牢 0.680
21 * 0.660 
i 牢 0.594
41 ⑧ 0.627 
1 * 0.564 
61 本 0.571
i 牢 0.576
81 本 0.625
91 寧 0.555
101 * 0.605 
田11(忌 ある心の風景 (1926)
相襲係数
?
?
????
??????
?
? ??
??????
??????
事1.000 
0.669 
0.655 
0.659 
0.660 
0.638 
0.625 
0.585 
0.633 
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* 寧
? ? ? ?
〈?
??
?
?
* 
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〉????? ??? 、 ? 、? ?? ???
????
??????
?
??????
???????? ??
* 1. 000 
0.688 
0.650 
0.598 
0.595 
0.591 
0.590 
0.577 
0.677 
0.673 
0.717 
0.658 
O. 720 
0.745 
0.592 
0.566 
牢
* * 本
* * 事
寧
* ⑧ 
* 調ド
* * * 
??????
??
相鑓係数
宇1.000 
* 0.825 
O. 766 
0.817 
O. 779 
0.723 
0.710 
O. 734 
0.656 
0.667 
0.699 
* ⑧ 
* ??
?
* 寧
* 
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凶日(i) 蒼寄 (1928)
棺関係数。 * 1. 000 事 O. 799 
2 * O. 776 3 * 0.772 4 * 0.771 5 ⑧ 0.775 
6 * O. 757 ? * O. 752 8 牢 0.719 
9 ⑧ O. 728 
10 * 0.698 
国11出 愛撫 (1930)
棺関係、数
。 * 1. 000 2ド 0.684 
2 * 0.679 3 ⑧ 。‘ 764
41 * 0.646 5 * 0.682 6 * O. 720 7 * 0.665 8 * 0.645 
調主 0.653 
* 0.574 
凶l1(k) 需の絵巻 (1930)
棺関保数
G * 1. 000 寧 O. 772 
2 * O. 752 3 本 O. 753 
4 申 O. 730 
5 ⑧ O. 768 
6 * O. 741 ? 判ド O. 723 
8 * O. 740 9 キ O. 738 
10 * O. 726 
['Xl11 (l) 交号 (1930)
指関係数
。 ョー 1. 000 
* 0.698 2 * 0.682 3 司区 0.675 
4 * 0.682 
1S67890i 1 1 ! 
* 0.677 
* 0.638 ⑧ O. 700 
* 0.693 
* 0.663 
* 0.664 
菌 11 コレログラム
収まっていて，平持は 3.9であるつ 13作品全体の平均は 4.7である。センテンスの周期は，
発表年と共に全体的に増加頬向にあるが.これは 1927年の 2作品の影響が大きい。ミクロに
見れば， 1924年から 1925年は増加し， 26年減少， 27年増加， 28年減少， 30年増加のよう
に増減の繰り返し現象が見られる。
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図 12 発表年間に見た題期の変化
3.おわりに
大阪生まれの作家，梶井基次郎 (1901-1932)の製作集『捧榛』中の 13作品について，そ
の文体的特長を示すいくつかの指標を検討した。梶井基次郎の作品は 小説というよりはむし
ろ詩に近く，詩的感覚世界が散文の形をとったと評されている点をコレログラムで検証し，詩
的散文が持つリズムの源泉を分析した。処女作 f捧榛iの居期 2が一番短く，性と死を扱っ
た幻想的作品計妥の樹の下には』の周期 10がもっとも長かった。 13作品の平均は 4.7で，詩
集などに現れる周期 5に近く，作品の特徴のー側面を現していると言えよう。
短い作家生活であったが， r棒様i発表の 1924年(東京時代)， rある心の風景.Lr雪後i
などを発表した 1926年(湯ケ島温泉時代)， r蒼寄.Lr寛の話Jなどを発表した 1928年(大
阪時代〉の三期に作風の変貌があったとされる a 平均文長と平均句長が，東京時代は減少し，
湯ケ島温泉時代で増加し，大阪時代で減少傾向を示しており 作風の変化との対忠が窺える c
漢字率は年代と共に直線的な減少傾向を示しており，作風の変化との対応は見られなかった。
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